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ト蔵蔓
島根県仁多郡
ト蔵蔓
島根県仁多郡

竹の谷蔓
岡山県阿哲郡

周助蔓
兵庫県美方郡竹の谷蔓

岡山県阿哲郡

周助蔓
兵庫県美方郡庄原市

岩倉蔓
広島県比婆郡
（1843年）

～和牛産地 牛都庄原の再構築を目指す～

和牛改良の礎、最古の蔓牛「岩倉蔓」発祥の地
和牛改良の祖「岩倉六右衛門」

　全国和牛登録協会が認定している最古の４大蔓牛のひとつ「岩倉蔓」。こ
れを作り上げたのは旧比和村に住む畜産家・岩倉六右衛門だった。
　江戸‐明治時代（1818-1896 年）に生きた六右衛門は、牛の品種改良を志し、
天保 14 年（1843 年）に地元の優良な雌牛をもとにして、血統の優れた蔓牛
を作り上げた。遺伝学も生まれていなかった幕末に、近親交配を重ねて家畜
の育種（※）を図ろうと考えた驚異の着想を持っていたのである。
　この六右衛門の考えと技術は、明治 31 年に設立された三上・恵蘇郡畜牛
改良組合（同年に比婆郡畜牛改良組合に名称変更）に受け継がれ、あづま蔓
の誕生へと結びついていくのである。

※育種 ･･･ 生物の遺伝質を人工的に変えて，一段と利用価値の高い新しい型
のものを作り出すこと。

か
つ
て
、こ
の
庄
原
に
は

“
日
本
一
〟の
称
号
を
得
た
和
牛
が
存
在
し
た

そ
の
名
は「
比
婆
牛
」

最
古
の
蔓つ

る

牛
と
さ
れ
る「
岩
倉
蔓
」

そ
れ
か
ら
な
る
和
牛
改
良
の
歴
史

今
な
お
受
け
継
が
れ
る
伝
統

そ
し
て
、こ
れ
ら
の
系
統
牛
が
示
し
て
き
た
実
績

現
代
和
牛
の
ル
ー
ツ
が
こ
こ
に
あ
る

低
迷
す
る
和
牛
畜
産
業
界
に
あ
っ
て

本
市
の
和
牛
畜
産
の
活
況
を
取
り
戻
す
切
り
札
に
な
る
―

比
婆
牛
復
活
へ
の
軌
跡
を
描
く

今なお受け継がれる、比婆血統の系譜
「あづま蔓」の誕生と改良

　明治時代には帝釈村（現東城町帝釈）で岸万四郎が造成した「有
あ り ざ ね

実蔓」が
名声を博していた。この有実蔓の父系を辿ると、岩倉蔓に辿り着く。この両
蔓の遺伝子を集積する形で、大正７年に誕生したのが「第 10 野田屋」号で
ある。この「第 10 野田屋」号の遺伝子を用いた改良を進めるため、昭和 23
年に「あづま蔓造成組合」が発足。ここから近代的な集団育種事業が開始され、
新たに誕生したのが比婆牛の基礎となる「あづま蔓」なのである。

岩倉蔓を祖とする系統牛の名声
畜産業会最高栄誉を浴す

　改良が進んだ「あづま蔓」は、名牛と呼ばれる牛を輩出していく。全国和
牛登録協会が第１号として育種登録した、満24歳９カ月と長寿の「第21深川」
号や、本牛と生まれた子牛ともに共進会（※）の成績が優れた「第 38 の１岩
田」号などが誕生。和牛のオリンピックと呼ばれる全国和牛能力共進会で次々
と優秀な成績を収めたことで、比婆牛の名声は一気に全国に轟いた。そして、
優秀な種牛として全国に広がり、和牛の改良に大きく貢献している。

●主な成績
第１回全国和牛共進会（昭和 28）：名誉総裁高松宮杯、農林大臣賞
第３回全国和牛能力共進会（昭和 52）：農林大臣賞
第４回全国和牛能力共進会（昭和 57）：内閣総理大臣賞
第５回全国和牛能力共進会（昭和 62）：内閣総理大臣賞
農林水産祭（昭和 63）：天皇杯受賞

※共進会 ･･･ 牛の品評会。

岩倉紋／
六右衛門の子
孫で岩倉重視
氏の蔵紋

あづま蔓始祖牛
第 10 野田屋号

しゅうすけ
ぼくら

（1855 年）

（1830 年）

（1845 年）

最古の４大蔓牛
天皇杯

「第38 の１岩田」号（中央）の飼育風景（昭和 20 年代）
場所は現在の市役所比和支所前

  　広報しょうばら｜２０１４．８月号｜ 2 3｜２０１４．８月号｜広報しょうばら



大
産
地
が
主
流
の
価
格
競
争

　

今
、
和
牛
業
界
で
は
、
鹿
児
島
や
宮
崎
な

ど
の
九
州
産
の
和
牛
が
席
巻
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
全
国
的
に
育
種
価（
※
）の
高
い
種

雄
牛
の
精
液
利
用
が
普
及
し
た
か
ら
で
す
。

牛
は
「
経
済
動
物
」
で
す
の
で
、
和
牛
畜
産

農
家
と
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
高
い
値
段
で

購
入
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
れ
に
は
、
脂
肪

交
雑
い
わ
ゆ
る
「
サ
シ
」
が
入
り
や
す
く
、

体
型
的
に
大
き
く
な
る
種
が
好
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
場
か
ら
は
安
定
し
た
量
と
規
格
が

そ
ろ
う
も
の
が
好
ま
れ
る
た
め
、
こ
の
両
面

で
九
州
産
に
押
さ
れ
る
形
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

加
え
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

づ
ま
蔓
」
で
す
。

　

で
す
が
、
１
９
５
０
年
代
に
入
り
、
農
業

用
機
械
が
普
及
し
た
こ
と
で
和
牛
の
役
目
が

肉
用
牛
に
転
換
し
、
和
牛
の
飼
養
頭
数
も
急

激
に
減
少
し
ま
し
た
。こ
の
転
換
は
同
時
に
、

畜
産
を
含
め
た
農
業
従
事
者
か
ら
会
社
勤
め

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
増
や
す
要
因
に
も
な
り

ま
し
た
。
工
業
地
帯
の
あ
っ
た
広
島
県
で
は

多
く
の
人
が
働
き
方
を
変
え
、
和
牛
産
地
と

し
て
の
規
模
が
縮
小
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

役
牛
か
ら
肉
用
牛
へ
の
転
換

　

広
島
県
は
か
つ
て
比
婆
牛
や
神
石
牛
が
一

斉
を
風ふ

う
び靡
し
、
全
国
に
誇
れ
る
大
産
地
で
し

た
。

　

も
と
も
と
牛
は
、
荷
の
運
搬
や
農
耕
作
業

に
重
宝
さ
れ
て
き
た
動
物
（
役
牛
）
で
、
性

質
が
温
順
で
足
腰
が
強
く
、
扱
い
や
す
い
も

の
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
「
あ

に
は
な
い
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
を
磨
き
上
げ
る
こ
と
で
価
値
を
見

出
し
、
価
格
競
争
か
ら
価
値
競
争
へ
と
転
換

す
る
こ
と
で
、
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
広
島
血
統
の
取
り
組

み
「
比
婆
牛
の
復
活
」
で
す
。

　

た
だ
、
比
婆
牛
復
活
の
た
め
に
は
庄
原
視

点
だ
け
で
な
く
、
県
内
を
見
渡
す
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
広
島
牛
は
比
婆
牛
と
神
石
牛
の

血
統
を
か
け
合
わ
せ
で
き
て
い
る
の
で
、
こ

の
２
系
統
を
財
産
に
位
置
付
け
て
、
こ
れ
を

軸
に
広
島
血
統
「
元
就
」
を
ま
ず
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　

広
島
和
牛
血
統
承
認
制
度
を
活
用
し
た
県

域
和
牛
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
「
元
就
」
を
、
こ

れ
と
連
動
す
る
形
で
「
比
婆
牛
」
と
「
神
石

牛
」
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
育
て
る
こ
と

で
、
県
内
和
牛
の
底
上
げ
が
図
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

消
費
県
と
い
う
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る

　

広
島
県
は
消
費
県
だ
と
い
う
強
み
を
生

か
さ
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
口
は

２
５
０
万
人
前
後
で
牛
肉
消
費
量
は
年
間
約

１
万
１
千
～
２
千
頭
く
ら
い
で
す
。
県
内
の

出
荷
頭
数
が
４
千
頭
弱
な
の
で
、
県
内
産
の

牛
肉
が
３
分
の
１
し
か
供
給
さ
れ
て
い
な
い

計
算
で
す
。残
り
は
他
県
産
が
占
め
て
お
り
、

そ
れ
だ
け
売
り
込
め
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま

す
。

　

今
こ
そ
、
広
島
県
の
和
牛
関
係
者
一
丸
と

な
っ
て
広
島
血
統
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
を
復
活
さ

せ
る
契
機
。「
比
婆
牛
」
復
活
が
、
和
牛
産

地
の
維
持
発
展
へ
の
大
き
な
一
歩
に
な
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。

※
育
種
価･･･

種
雄
牛
（
父
牛
）・
繁
殖
雌
牛
（
母
牛
）

の
産
ん
だ
子
牛
の
枝
肉
成
績
を
も
と
に
推
定
さ
れ

る
遺
伝
的
能
力
を
数
値
で
示
し
た
も
の
。

ア
経
済
連
携
協
定
な
ど
、
国
際
的
な
関
税
を

巡
る
交
渉
が
進
め
ら
れ
る
中
、
こ
れ
か
ら
日

本
の
人
口
は
減
り
続
け
、
市
場
が
さ
ら
に
縮

小
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
う
な
る

と
間
違
い
な
く
産
地
間
競
争
に
な
る
の
で
、

小
さ
な
産
地
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
置
か

れ
る
と
思
い
ま
す
。

「
価
格
」競
争
か
ら「
価
値
」競
争
へ

　

で
は
、
生
き
残
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
。
そ
れ
に
は
大
産
地
に
な
い
、
こ
こ
に

し
か
な
い
も
の
を
見
出
す
こ
と
。
小
売
業
者

は
量
や
統
一
規
格
を
求
め
る
一
方
で
、
他
に

な
い
魅
力
が
あ
れ
ば
欲
し
が
り
ま
す
。
広
島

県
の
和
牛
は
現
代
和
牛
の
ル
ー
ツ
で
、
他
県

比
婆
牛
の

　
「
価
値
」と

　
「
可
能
性
」に
迫
る

　

松
坂
、
神
戸
、
米
沢
―
。
こ
れ
ら
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
全
国
に

名
だ
た
る
和
牛
ブ
ラ
ン
ド
だ
。

　

一
方
、
私
た
ち
に
馴
染
み
が
あ
る
「
広
島
牛
」
は
、
全
国
的
に

認
知
度
が
高
い
ブ
ラ
ン
ド
牛
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ
な
の

か
。
そ
し
て
、
な
ぜ
広
島
血
統
に
着
目
し
た
の
か
。
全
国
農
業
協

同
組
合
連
合
会
広
島
県
本
部
畜
産
部
長
の
安
藤
重
孝
さ
ん
に
話

を
聞
い
た
。

新広島和牛のブランド展開と位置づけ

歴史ある伝統和牛を未来へ継承（生産振興）していく。

広島牛のプレミアムブランドとして、
現代和牛のルーツである広島血統によ
る新たな広島和牛ブランド「元就」が誕
生。また、広島県が制定した食のブラン
ド認証商品として、広島県の食文化に
貢献していく。

広島和牛血統承認制度を活用し、県域ブランドである元就を軸として販売を
進める。また、元就ブランドと連動した地域ブランド（比婆牛・神石牛）の販売
を進め、地域振興を図る。この取り組みにより既存ブランドである広島牛も含
め県内和牛の底上げを実施する。

《広島和牛血統承認》
広島県承認

【広島和牛元就】

【神石牛】
広島県承認

県域ブランド

地域ブランド
【比婆牛】

庄原市認証

地域ブランド

広島和牛血統認

広島牛ブランド

「血統」によるブランド

「肉質」によるブランド

全国農業協同組合連合会
広島県本部　畜産部長

　安
あ ん

 藤
ど う

 重
し げ

 孝
た か

 さん

庄原市内の和牛飼育農家戸数と
飼育頭数 （平成17年～平成25年）
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3,024

5,898

2,038

3,243

5,829

2,000

3,698

5,837

2,000

3,831

6,553

2,000

3,439

大正天皇の御大葬の儀に轜
車（霊柩車）の奉引牛とし
て、比婆牛と神石牛が選抜
された。そのときに身に付
けた装具

プロフィール
1984 年に広島県経済連に入会し、畜産部養鶏
課に配属。98 ～ 99 年の２年間食肉販売事業
を経験。2010 年に全農広島県本部畜産部鶏卵
課長、12 年に同畜産部次長兼畜産課長に就任。
14 年から現職。入会以来、採卵鶏の生産指
導と販売事業を中心とした業務を実施してい
る。趣味は熱帯魚飼育（ブリーダー）。48 歳

  　広報しょうばら｜２０１４．８月号｜ 4 5｜２０１４．８月号｜広報しょうばら



Ｊ

７

比
婆
牛
復
活
へ
関
係
者
が
一
丸

Ａ
全
農
広
島
県
本
部
と
広
島
県
は
平

成
24
年
度
、
広
島
和
牛
の
「
血
統
」

に
着
目
し
た
和
牛
ブ
ラ
ン
ド
を
再
構
築
す
る

た
め
振
興
策
の
検
討
を
開
始
。
翌
25
年
度
に

は
広
島
県
和
牛
血
統
承
認
要
領
が
施
行
さ

れ
、Ｊ
Ａ
全
農
広
島
県
本
部
に
よ
る
「
元
就
」

ブ
ラ
ン
ド
の
認
証
・
販
売
も
行
わ
れ
る
な
ど
、

血
統
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
の
具
体
的
な
取
り

組
み
が
始
ま
っ
た
。

　

最
古
の
蔓
牛
「
岩
倉
蔓
」
か
ら
脈
々
と
続

く
和
牛
改
良
の
歴
史
が
あ
る
庄
原
市
も
、
こ

の
動
き
と
連
動
し
た
和
牛
振
興
策
が
図
れ
な

い
か
25
年
度
か
ら
関
係
者
で
検
討
を
重
ね
て

き
た
。
そ
う
し
た
中
か
ら
、
価
値
の
高
い
血

統
を
受
け
継
ぐ
、
全
国
的
に
知
名
度
の
高

い
「
比
婆
牛
」
ブ
ラ
ン
ド
の
復
活
を
旗
印
と

し
た
「
庄
原
血
統
再
構
築
」
と
い
う
新
た
な

和
牛
振
興
策
を
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。

推
進
組
織
「
あ
づ
ま
蔓
振
興
会
」
設
立

月
７
日
、
市
や
Ｊ
Ａ
庄
原
な
ど
７
団

体
は
、新
施
策
を
推
進
す
る
た
め
「
あ

づ
ま
蔓
振
興
会
」
を
設
立
。
本
振
興
会
は
、

あ
づ
ま
蔓
の
認
定
要
件
、
比
婆
牛
素も

と
う
し牛（
※
）

の
認
定
要
件
を
定
め
、
ブ
ラ
ン
ド
名
「
比
婆

牛
」
の
商
標
登
録
を
申
請
、
比
婆
牛
肉
の
販

売
体
制
と
仕
組
み
づ
く
り
、
比
婆
牛
の
生
産

基
盤
と
な
る
母
牛
群
「
あ
づ
ま
蔓
」
を
造
成

し
、
特
色
あ
る
産
地
づ
く
り
を
進
め
る
。

　

同
日
に
は
、
市
、
Ｊ
Ａ
庄
原
、
Ｊ
Ａ
全
農

ひ
ろ
し
ま
３
者
で
、「
比
婆
牛
」
振
興
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
、
比
婆
牛
の
戦
略
的
な

販
売
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

木
山
耕
三
市
長
は
「
多
く
の
関
係
機
関
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
得
て
、
熱
心
な
協
議
を

重
ね
る
中
で
、
本
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
比
婆
牛
復
活
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

“
特
色
の
あ
る
和
牛
の
一
大
産
地　

庄
原
”

が
実
現
で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
」
と
力
強

く
宣
言
し
、「
こ
の
取
り
組
み
は
、
短
期
間

で
成
し
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
引
き
続

き
皆
さ
ん
と
協
議
す
る
中
で
先
頭
に
立
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
決
意
を
述
べ
た
。

動き出したプロジェクト

“比婆牛”ブランドを復活へ

　現在、市内で飼育され
ている約 1,400 頭のうち、
比婆牛の対象となるあづ
ま蔓血統の牛は３８０頭
います。あづま蔓振興会
としては、飼育牛全体で
あづま蔓の割合を増やし
ていきたい。あづま蔓を
増やしながら、全体の頭
数も増やしていけるよう
に、取り組んでいきたい
と思っています。

ふじやま　　あきはる 固い握手で決意表明

「比婆牛」振興に関する協定書にサインし報道陣に応える、前列左から髙下公
義全国農業協同組合連合会広島県本部長、木山耕三庄原市長、 島一平庄原農
業協同組合代表理事組合長。立会人として後列左から、西本好宏広島県農林水
産局畜産課長、赤木忠德庄原市議会副議長、藤山明春庄原和牛改良組合長

あづま蔓振興会設立総会の様子

７月９日に三次家畜
市場で開かれたせり
に、比婆牛素牛とし
て初めて 18 頭が出品
された。比婆牛素牛
とわかるように紫色
の首たすきがかけら
れる。

庄原血統再構築で目指す産地の姿 （イメージ図）

市場価格の維持・向上
市
場
で
の
価
値

あづま蔓振興会

車輪の両輪として作用

広島血統再構築構想
（広島和牛血統承認制度・元就ブランド）

従来からの
支援制度

新たな
支援制度

双方の
性質を

併せ持つ
雌牛群

比婆庄原固有の
地域特性を
生かした
雌牛群

県外種雄牛を
活用した
産肉能力の高い
雌牛群

伝統を価値へ
比婆牛ブランド復活

育種価の向上による
価格形成

庄
原
血
統
再
構
築

地域団体
商標の取得

産地の維持・発展

「特色のある和牛の一大産地　庄原」
・価格形成のできる繁殖用雌牛群造成
・繁殖用雌牛飼養頭数2,000頭以上

庄原血統再構築で目指す産地の姿 （イメージ図）

市場価格の維持・向上
市
場
で
の
価
値

あずま蔓振興会

車輪の両輪として作用

広島血統再構築構想
（広島和牛血統承認制度・元就ブランド）

従来からの
支援制度

新たな
支援制度

双方の
性質を

併せ持つ
雌牛群

比婆庄原固有の
地域特性を
生かした
雌牛群

県外種雄牛を
活用した
産肉能力の高い
雌牛群

伝統を価値へ
比婆牛ブランド復活

育種価の向上による
価格形成

庄
原
血
統
再
構
築

地域団体
商標の取得

地域団体
商標の取得

産地の維持・発展

「特色のある和牛の一大産地　庄原」
・価格形成のできる繁殖用雌牛群造成
・繁殖用雌牛飼養頭数2,000頭以上

藤 山 明 春 さん

庄原和牛改良組合 組合長
あづま蔓振興会 副会長

重要なのはあづま蔓の血統を持つ
和牛の頭数を増やすことです  「あづま蔓」の認定要件 ※あづま蔓振興会

①庄原市内で飼育している繁殖用雌牛であること
②繁殖用雌牛として飼育されている黒毛和種であること
③始祖牛「第 38 の１岩田」の遺伝子保有確率を５％以上
保有していること

 「比婆牛素牛」の認定要件　※あづま蔓振興会

①庄原市内の畜産農家で生まれていること
②庄原市内の畜産農家が出荷していること
③黒毛和種の去勢または雌牛であること
④三次家畜市場に出荷すること
⑤３世代さかのぼる中に広島県の種雄牛がいること
⑥発育が基準より下回らないと見込まれ、体型・栄養度も
正常であること

 「比婆牛」の認証要件　※庄原市

①比婆牛素牛の認定要件を満たしている牛が、ＪＡ庄原管
内で最長期間飼育され、肉質等級が３等級以上であること

※素牛
　繁殖牛として育成する前、または肥育
開始前の子牛のこと。生後６～ 12 か月。

  　広報しょうばら｜２０１４．８月号｜ 6 7｜２０１４．８月号｜広報しょうばら



現

比

約

　比婆牛はとにかく飼いやすい牛で
す。穏やかで乳もよく出るし、子育
てのうまい牛という印象がありま
す。人間が少し手を貸すだけで安定
したいい牛が育っていました。気性
が荒く扱いにくい牛では、そういっ
た面で多く飼育することは難しい部
分があると思います。種も付きやす
く普通に飼えば肉質的にも遜色ない
ので、子牛価格が上がれば比婆牛を
飼おうという繁殖農家は増えると思
います。

　３年がかりでスタートした比婆牛
復活の取り組みですので、時間はか
かると思いますが、地道にやってい
くこと、浸透させていくことが必要
だと思います。繁殖農家と肥育農家
がお互いに仲良くやっていく形がで
きていくことも必要です。あわせて、
きれいな水やおいしい空気といった
環境面の良さをアピールし、安心
安全にこだわった牛作りに取り組ん
で、そこをＰＲしてくことも必要だ
と思います。

産
地
の
維
持
拡
大
へ
の
思
い

在
県
内
で
飼
わ
れ
て
い
る
和
牛
頭
数

は
約
５
千
頭
。
そ
の
う
ち
約
３
割
に

当
た
る
１
４
０
０
頭
あ
ま
り
の
和
牛
が
庄
原

市
内
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
。
和
牛
飼
育
農
家

に
は
繁
殖
農
家
と
肥
育
農
家（
※
）が
あ
り
、

市
内
の
多
く
が
繁
殖
農
家
だ
。
繁
殖
農
家
は

５
頭
以
下
の
少
数
飼
い
が
多
く
、
そ
の
多
く

が
高
齢
化
に
よ
っ
て
減
少
し
て
い
る
。
後
継

者
不
足
も
あ
り
、
産
地
の
維
持
と
い
う
面
で

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
和
牛
の
頭
数
が
い
な
い
と
、
せ
り
市
場

へ
出
る
頭
数
も
減
り
、
産
地
が
廃
れ
て
し
ま

う
し
、
購
入
に
訪
れ
る
人
も
減
っ
て
し
ま
う

の
で
、
と
に
か
く
飼
育
頭
数
が
増
え
る
こ
と

が
必
要
」。
そ
う
語
る
の
は
庄
原
和
牛
改
良

組
合
の
藤
山
明
春
組
合
長
。
自
ら
も
繁
殖
農

家
と
し
て
繁
殖
牛
９
頭
を
飼
育
し
て
い
る
藤

山
さ
ん
は
「
比
婆
牛
の
取
り
組
み
が
、
産
地

維
持
・
拡
大
の
足
が
か
り
に
な
る
き
っ
か
け

に
な
る
の
で
は
と
い
う
期
待
感
は
あ
る
」
と

話
す
。

比
婆
牛
を
選
ぶ
理
由

婆
牛
に
対
す
る
農
家
の
評
価
は
一
様

に
「
お
と
な
し
く
て
飼
い
や
す
い
」

と
い
う
も
の
だ
。
受
胎
率
も
よ
く
、
扱
い
や

す
い
の
で
そ
こ
を
好
む
農
家
は
多
い
。
し
か

し
、
価
格
の
面
で
は
他
県
産
に
比
べ
低
い
た

め
、
高
く
売
れ
る
種
を
導
入
す
る
農
家
は
自

然
と
増
え
て
き
た
。

　

そ
ん
な
中
、
４
軒
で
和
牛
を
共
同
飼
育
し

て
い
る
斉
木
牧
場
（
高
野
町
）
は
、
飼
育
し

て
い
る
９
頭
全
頭
が
比
婆
牛
血
統
だ
。
代
表

の
前
田
正
人
さ
ん
は
、
広
島
県
の
種
雄
牛
の

種
を
導
入
し
て
き
た
理
由
と
し
て
「
県
外
の

種
雄
牛
の
種
を
入
れ
る
と
比
婆
牛
の
種
の
倍

近
い
値
段
が
す
る
。
そ
の
割
に
は
受
胎
率
が

あ
ま
り
よ
く
な
い
。
経
済
動
物
な
の
で
高
い

牛
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
例
え
ば
３
万

円
の
種
は
付
き
に
く
い
の
で
２
度
入
れ
た
と

し
て
、
県
の
種
は
１
万
円
で
つ
き
が
良
か
っ

た
。
そ
う
す
る
と
５
万
円
の
差
が
つ
く
わ
け

で
、
売
る
と
き
に
５
万
円
高
く
売
れ
て
も
経

営
と
し
て
は
と
ん
と
ん
。
そ
う
い
う
感
覚
も

あ
っ
た
」
と
話
す
。

比
婆
牛
復
活
＋
α
の
支
援
を

２
０
０
頭
を
飼
育
し
て
い
る
肥
育
農

家
の
田
中
高
志
さ
ん
は
「
肥
育
農
家

に
と
っ
て
は
、
比
婆
牛
の
認
証
が
始
ま
っ
た

と
い
っ
て
も
す
ぐ
に
影
響
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
産
地
と
し
て
盛
り
上
げ
て
い
く
た

め
に
は
協
力
は
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め

に
は
、
購
入
で
き
る
比
婆
牛
素
牛
の
子
牛
が

増
え
る
こ
と
。
と
こ
と
ん
庄
原
産
に
こ
だ
わ

る
比
婆
牛
の
復
活
の
取
り
組
み
は
私
も
期
待

し
て
い
る
」
と
い
う
。

　

そ
の
一
方
で
、
改
良
に
よ
っ
て
比
婆
牛
の

認
証
が
受
け
ら
れ
な
い
農
家
も
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
田
中
さ
ん
は
「
市
内
全
体
の
和
牛

農
家
の
底
上
げ
を
す
る
た
め
に
は
、
比
婆
牛

に
な
れ
な
い
牛
、
こ
の
取
り
組
み
に
参
加
で

き
な
い
農
家
に
も
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
支
援

を
」
と
話
す
。

　

ま
た
、「
庄
原
市
に
は
農
業
者
大
学
校
の

ほ
か
、
県
立
広
島
大
学
や
庄
原
実
業
高
校
も

あ
り
、
能
力
が
あ
る
子
が
多
く
い
る
。
牛
を

飼
い
た
い
と
い
う
貴
重
な
人
材
に
も
う
少
し

何
ら
か
の
手
助
け
が
あ
れ
ば
、
後
継
者
も
出

て
く
る
は
ず
。
牛
作
り
も
大
切
だ
が
、
人
づ

く
り
は
も
っ
と
大
切
」
と
、
比
婆
牛
に
プ
ラ

ス
し
た
支
援
の
充
実
を
求
め
て
い
る
。

比婆牛復活へ
生産者の思い

比婆牛を起爆剤にさらなる和牛振興を図ります

比婆牛認証制度でオンリーワンの和牛産地に

比婆牛ブランドの復活に向けて動き出した一方で、和牛生産
者の思いはどうなのか。その期待値を読み解く。

※繁殖農家とは？
　繁殖用の雌牛を飼養し、種雄牛の精液を用い
た人工授精などで受胎させ、生産した子牛を市
場に出荷することで利益を得る和牛農家のこと。

※肥育農家とは？
　繁殖農家が生産した子牛を市場などで導入し、
肥育（約 20 カ月程度）して食肉市場などへ出荷
することで利益を得る和牛農家のこと。

比婆牛への期待の声をどういった形で反映していくのか。
和牛振興に取り組む二人に話を聞いた。

　農家の皆さんから期待されている比婆牛
価格のアップには、何より比婆牛になる素
牛の生産が増えることが必要です。そのた
めに、計画的に比婆血統を交配してもらえ
るよう、農家ごとに交配計画を作り、比婆
牛につながる素牛造成をお願いしています。
また、市の増頭事業や比婆牛血統に対する
助成制度などを有効に活用してもらうため
に、JA としてもそれらをしっかりと説明し
ながら、取り組みを支援していきたいと考
えています。
　あづま蔓振興会の専門部会では、担当者
レベルで情報交換を定期的に行いながら、
連携し取り組みます。一つ一つ確認しなが
ら次のステップにつなげていきたいと思い

　歴史・伝統という価値のある比婆血統和
牛を認証し、販売する仕組みをつくること
で、ブランド牛としての第一歩を踏み出し
ました。今後、その地位を確立するためには、
あづま蔓や比婆牛素牛が増えていくことが
必要です。
　市は農業振興補助金として、増頭への補
助や施設などの整備補助を設け、和牛の生
産活動を支援しています。こうした支援に
加え、ブランド化に向けた取り組みを推進
するため、新たな支援制度も設けています。
　この制度を積極的に利用していただき、
比婆の血統を受け継ぐ和牛の生産を拡大す

ます。また、今回の比婆牛の取り組みは、
販売までを含めた取り組みですので、畜産
担当部署だけでなく広く職員にも呼びかけ、
JA 庄原全体として取り組んでいきたいと思
っています。
　これまで頑張って品質改良をしてきた方
の中には、広島牛に一本化したというのに、
また昔に戻すのかという声もありますが、そ
うではなく、広島血統を軸に狙いをはっき
りさせた一歩先に進んだ取り組みですので、
ぜひとも取り組んでいただきたいです。
　県内でも有数の畜産地帯として和牛が少
なくなっていくのは寂しいので、この取り
組みが大きな起爆剤となるよう、今後も考
えうる支援はしていきたいと考えています。

ることで、和牛産地全体としてステップア
ップを図りたいと考えています。
　比婆牛の認証事業は、特色ある和牛産地
として庄原市を維持・発展させていくため
の新たな施策として位置づけています。農
家の皆さんの飼養にかける努力と愛情を、
大きな価値として反映できるよう、長期的
な視点でブランド振興に取り組みます。
　農家の皆さんや関係者と十分に議論し、
ともに歩みを進め、また比婆牛の歴史や伝
統を市民の皆さんにも広く知っていただき
ながら、庄原の誇れる和牛をしっかりと次
代に継承していきたいと考えています。

皆で地道に取り組むこと
安心安全にこだわりを

とにかく飼いやすい牛
子牛価格の上昇に期待

繁殖和牛農家
中林征三さん

（高野町）

肥育和牛農家
田中高志さん

（東城町）

庄原農業協同組合
営農販売部

田 邉 睦 雄　部長

庄原市農業振興課

平 岡 章 吾　課長
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　おいしいですね。特に脂部分
がおいしかったです。地域産業
としてぜひ地元の皆さんで取り
組んでいただきたいですね。

　やわらかくておいしかったで
す。これはいい取り組みですね。
ブランド化が実を結ぶよう願っ
ています。

　庄原でしか食べられない「比婆牛」
となれば、市外のお客さまへのとって
おきの商品として売り出すことができ
るので、とても魅力的です。比婆牛は
まだまだ数が少ないため、定期メニュ

ーとしてお出しすることはできませんが、予約をいただくこと
で提供できる場合もあります。また、ゆめさくらの特産店で販
売している比婆牛を購入し持ち込んでいただければ、少々お代
はいただきますが、ライスや汁物などと一緒に調理してお出し
することができますので、ぜひご利用ください。

　●比婆牛を販売している３店舗

比
婆
牛
を
味
わ
お
う

深
い
コ
ク
、上
品
な
香
り
、

豊
か
な
風
味
、や
わ
ら
か
な
舌
触
り
―

比
婆
牛
が
織
り
成
す

逸
品
の
味
わ
い
を
ご
賞
味
あ
れ

和
牛
生
産
者
は
牛
と
と
も
に
あ
る

だ
か
ら
よ
り
良
い
牛
を
作
る
た
め
に
研
鑽
し

改
良
を
重
ね
今
日
ま
で
や
っ
て
き
た

こ
こ
に
比
婆
牛
復
活
と
い
う

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
が

そ
れ
は
改
良
と
は
真
逆
の
考
え
方
か
も
し
れ
な
い

し
か
し
、あ
づ
ま
蔓
は
こ
こ
比
和
が
発
祥
の
地

こ
の
取
り
組
み
を
断
る
理
由
は
な
い

た
だ
、関
係
者
だ
け
で

「
比
婆
牛
ブ
ラ
ン
ド
」を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い

市
民
が
、地
域
の
皆
さ
ん
が

「
比
婆
牛
」と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を

し
っ
か
り
育
て
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

そ
の
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は

こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い

よ
り
良
い
牛
を
作
っ
て
い
く
こ
と

原
点
は
変
わ
ら
な
い

島根県安来市から視察研修で訪れ、昼食に比婆牛モ
モ肉のステーキを食べた方に感想を聞きました。

秦　浩恭さん

食彩館しょうばらゆめさくら
住所：庄原市新庄町 291-1　☎ 0824-75-4411
特産店／☎ 75-4512
お食事処花ほぼろ／☎ 75-4516

A-COOP しょうばら店
住所：庄原市西本町 2-14-1
☎ 0824-75-4061

道の駅たかの
住所：庄原市高野町下門田 49
☎ 0824-86-3131

石原憲次さん

比婆牛は魅力的な商品

お食事処 花ほぼろ
店長　大久保謹市さん

　

あ
づ
ま
蔓
振
興
会
が
設
立
し
、本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
７
月
７
日
、

市
内
の
３
店
舗
で
「
比
婆
牛
」
の
販
売
が
始
ま
っ
た
。
販
売
か
ら
一
月
が
経

ち
、
す
で
に
口
に
し
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

和
牛
を
取
り
扱
っ
て
い
た
店
舗
は
、「
こ
れ
ま
で
よ
り
も
お
客
さ
ん
の
反

応
が
良
い
」
と
比
婆
牛
人
気
を
感
じ
て
い
る
よ
う
す
。
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ

取
り
扱
う
店
舗
、
食
べ
ら
れ
る
店
が
増
え
て
い
く
予
定
だ
。

　

ま
だ
比
婆
牛
を
味
わ
っ
て
い
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
一
度
ご
賞
味
を
。

取
材
を
終
え
て

　
「
比
婆
牛
の
名
は
全
国
に
轟
い
て
い
た
」

「
比
婆
牛
は
、
全
国
の
和
牛
関
係
者
が
一

目
置
く
存
在
だ
っ
た
」。

　

今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
が
ほ

と
ん
ど
口
を
そ
ろ
え
て
い
た
の
が
、
こ
う

し
た
言
葉
で
し
た
。
本
市
に
関
係
す
る
も

の
で
、
そ
こ
ま
で
全
国
的
に
名
が
知
れ

渡
っ
て
い
る
も
の
は
、
後
に
も
先
に
も
比

婆
牛
の
ほ
か
に
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
今
回
の
比
婆
牛
復
活
に

向
け
た
取
り
組
み
は
、
正
に
プ
ラ
イ
ド
を

賭
け
た
闘
い
で
も
あ
る
と
、
関
係
者
の

方
々
か
ら
熱
い
思
い
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

ま
し
た
。
そ
こ
に
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
の

高
い
生
産
力
が
加
わ
る
こ
と
で
、
名
実
と

も
に
ブ
ラ
ン
ド
牛
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調
査
２
０
１
３
に

よ
る
と
、
市
外
の
人
が
、
庄
原
市
の
話
題

で
知
っ
て
い
る
も
の
、
関
心
が
あ
る
も
の

の
上
位
に
、「
比
婆
牛
」
が
ラ
ン
ク
イ
ン

し
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
出
て
い
ま
す

の
で
、
比
婆
牛
復
活
は
、
本
市
の
観
光
産

業
に
と
っ
て
も
追
い
風
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か

り
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
情
熱
に
触
れ
、
か

つ
て
の
〝
和
牛
日
本
一
〟
の
称
号
を
、
再

び
手
に
す
る
日
も
そ
う
遠
く
な
い
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
れ
に

は
や
は
り
市
民
の
皆
さ
ん
の
後
押
し
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
オ
ー
ル
庄
原
で
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

販売開始にあわせ、店内の
レイアウトも一新

三 谷 美 登さん

みたに　かずと

和牛飼育農家で５人兄妹の長
男として生まれる。12 歳のと
きに初めて牛で代をかいた。
これまで県畜産共進会などで
数々の賞を獲得。昨年 11 月
に行われた牛せりに子牛を出
品し、史上最高額の値が付い
たという和牛飼育のスペシャ
リスト。現在は繁殖牛３頭を
飼育。庄原和牛改良組合比和
支部長として活躍する。81 歳
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